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シ
リ
ー
ズ
　
米
国
の
ア
ジ
ア
人
脈
⑥

シ
リ
ー
ズ
　
駐
日
大
使
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
⑩

ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
連
邦

　　ジョン・フリッツ駐日大使

＝東京都港区のミクロネシア連邦大使館で　

人
口
の
２
割
が
日
系

持
続
可
能
な
成
長
目
指
す
海
洋
国

―
―
ま
ず
は
国
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
を
教
え
て

く
だ
さ
い
。

ジ
ョ
ン
・
フ
リ
ッ
ツ
大
使

ス
ペ
イ
ン
、

ド
イ
ツ
の
植
民
地
時
代
を
経
て
第
一
次
大
戦

後
の
約
３０
年
間
、
日
本
の
委
任
統
治
領
と
な

新
興
国
の
大
使
に
聞
く
毎
日
ア
ジ
ア
ビ
ジ
ネ
ス
研
究
所
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
シ
リ
ー

ズ
。
今
月
は
太
平
洋
の
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
連
邦
。
人
口
の
約
２
割
が
日
系
人
の
親
日
国
。
ま

た
、
陸
上
の
国
土
面
積
は
奄
美
大
島
と
ほ
ぼ
同
じ
広
さ
だ
が
、
世
界
で
も
有
数
の
広
大
な

排
他
的
経
済
水
域
を
持
つ
海
洋
国
だ
。
産
業
や
環
境
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
分
野
で
持
続
可
能
な

成
長
を
目
指
す
同
国
に
つ
い
て
、
ジ
ョ
ン
・
フ
リ
ッ
ツ
大
使
に
聞
い
た
。

【
毎
日
ア
ジ
ア
ビ
ジ
ネ
ス
研
究
所
・
西
尾
英
之
】

ジ
ョ
ン
・
フ
リ
ッ
ツ
駐
日
大
使

Federated States of 
　Micronesia

り
、
今
も
日
本
語
を
話
す
人
も
い
ま
す
。
第

二
次
大
戦
後
は
米
国
の
施
政
下
に
置
か
れ
１

９
８
６
年
に
独
立
し
ま
し
た
。
東
西
２
５
０

０
キ
ロ
の
間
の
６
０
７
の
島
で
構
成
さ
れ

る
、
ヤ
ッ
プ
、
チ
ュ
ー
ク
、
ポ
ン
ペ
イ
、
コ

環
境
を
維
持
し
な
が
ら
開
発
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ス
ラ
エ
の
４
つ
の
州
の
連
邦
国
家
で
す
。
面

積
は
７
０
０
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
強
で
す

が
、
排
他
的
経
済
水
域
は
日
本
の
国
土
を

す
っ
ぽ
り
覆
う
ほ
ど
で
す
。

人
種
は
モ
ン
ゴ
ル
系
で
一
部
が
ポ
リ
ネ
シ

ア
系
。
公
用
語
は
英
語
で
す
が
、
４
つ
の
州

で
８
つ
の
主
な
言
語
が
あ
り
ま
す
。
ヤ
ッ
プ

州
と
ポ
ン
ペ
イ
州
に
は
伝
統
的
な
酋
長
制
度

が
残
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
文
化
を
尊

重
し
な
が
ら
一
つ
の
国
に
ま
と
め
る
こ
と

が
基
本
で
す
。
国
の
憲
法
はp

e
a
c
e
 
u
n
i
t
y 

liberty

の
三
つ
の
柱
を
定
め
て
い
ま
す
。

世
界
で
今
、
環
境
が
大
き
な
問
題
と
な

り
、
持
続
可
能
な
開
発
目
標
（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）

が
言
わ
れ
る
中
、
世
界
中
が
一
つ
に
な
っ
て

対
応
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
島

国
の
我
が
国
は
、
海
面
上
昇
の
影
響
や
食
糧

問
題
、
小
さ
い
島
か
ら
大
き
い
島
へ
移
住
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
な
ど
、
温
暖
化
の
影
響

で
生
活
に
変
化
が
生
じ
て
い
ま
す
。
我
が
国

が
一
番
大
切
に
し
て
い
る
の
は
、
環
境
を
維

持
し
な
が
ら
開
発
し
て
い
こ
う
と
い
う
点
で

す
。
例
え
ば
観
光
業
で
も
、
リ
ゾ
ー
ト
化
し

て
い
く
の
で
は
な
く
自
然
を
守
り
な
が
ら
、

環
境
観
光
立
国
と
し
て
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の

国
を
め
ざ
し
ま
す
。

柱
は
漁
業
、観
光
、農
業
、エ
ネ
ル
ギ
ー

日
本
企
業
の
参
入
を
　

―
―
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
の
状
況

は
？

　
大
使
　
人
口
１１
万
人
の
小
さ
な
国
に
感
染

が
起
き
れ
ば
、
あ
っ
と
い
う
間
に
広
が
っ
て

し
ま
い
ま
す
。
政
府
は
昨
年
２
月
と
早
い
時

期
に
緊
急
事
態
を
宣
言
し
、
一
切
の
入
国
を

禁
止
す
る
措
置
を
取
り
ま
し
た
。
自
国
民
に

も
適
用
さ
れ
外
国
に
い
る
国
民
も
帰
国
で
き

な
い
状
況
で
す
が
、
国
内
で
の
感
染
者
は
出

て
い
ま
せ
ん
。
主
要
産
業
の
一
つ
で
あ
る
観

光
業
は
収
入
ゼ
ロ
の
状
態
で
す
が
、
米
国
か

ら
の
供
給
で
２
月
か
ら
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
始

ま
り
、
３
月
ま
で
に
は
６
～
７
割
に
接
種
が

終
わ
る
見
込
み
で
す
。
３
月
末
に
は
現
在
の

防
疫
措
置
を
延
長
す
る
か
ど
う
か
を
判
断
し

ま
す
。

「我が国が一番大切にしているのは、環境を維持しながら

　　開発していくこと」と話すフリッツ大使＝大使館で　

無
農
薬
・
無
化
学
肥
料
で
栽
培
さ
れ
た
ミ
ク

ロ
ネ
シ
ア
連
邦
産
の
コ
シ
ョ
ウ＝

大
使
館
提
供

―
―
経
済
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
大
使
　
今
後
の
経
済
の
柱
は
漁
業
、
観

光
、
農
業
、
そ
し
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
す
。
観

光
業
は
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ-

１９
が
収
束
す
れ
ば
す

ぐ
に
再
開
さ
れ
ま
す
。
農
業
は
、
小
規
模
で

す
が
コ
シ
ョ
ウ
や
コ
プ
ラ
（
コ
コ
ヤ
シ
の
実

の
胚
乳
を
乾
燥
さ
せ
た
も
の
）
な
ど
を
輸
出

し
て
い
ま
す
。

　
我
が
国
は
食
糧
の
６
割
以
上
を
輸
入
に

頼
っ
て
お
り
、
食
糧
自
給
に
力
を
入
れ
て
い

ま
す
。
昔
は
家
の
庭
で
と
れ
る
果
物
や
野
菜

を
食
べ
食
生
活
の
バ
ラ
ン
ス
が
取
れ
て
い
た

の
で
す
が
、
今
は
輸
入
物
の
缶
詰
や
イ
ン
ス

タ
ン
ト
食
品
を
好
ん
で
食
べ
る
よ
う
に
な

り
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ
の
調
査
で
は
我
が
国
の
平
均

寿
命
は
縮
む
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
政
府
は
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（
写
真
上
）
Ｔ
Ｍ
Ｃ
（TAIYO MICRONESIA CORPORATION

）
社
の
ま
き
網
漁
船
「
Ｔ
Ａ
Ｉ
Ｙ
Ｏ
　

Ｗ
Ａ
Ａ
Ｂ
」
＝
同
社
提
供
（
写
真
下
）
首
都
パ
リ
キ
ー
ル
に
あ
る
大
統
領
府
に
設
置
さ
れ
た
太
陽
光

パ
ネ
ル
＝
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
提
供

深
刻
な
ゴ
ミ
問
題

使
い
捨
て
プ
ラ
輸
入
を
禁
止

“
Let's go local”

と
名
付
け
た
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
実
施
し
て
お
り
、
島
内
で
生
産
さ
れ

た
食
品
を
中
心
に
し
て
足
ら
な
い
も
の
を
輸

入
す
る
方
向
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
人
口
に

行
き
渡
る
食
糧
を
生
産
す
る
た
め
、
そ
の
ノ

ウ
ハ
ウ
を
日
本
な
ど
パ
ー
ト
ナ
ー
の
国
々
に

求
め
た
い
。

　
漁
業
は
各
国
と
の
漁
業
協
定
で
排
他
的
経

済
水
域
で
の
操
業
に
入
漁
料
を
課
し
ま
す

が
、
た
だ
料
金
を
払
っ
て
も
ら
う
だ
け
で
な

く
、
雇
用
創
出
の
た
め
我
が
国
の
陸
上
で
の

活
動
を
行
う
よ
う
求
め
て
い
ま
す
。

　
そ
れ
に
日
本
か
ら
手
を
挙
げ
て
く
れ
た

の
が
大
洋
エ
ー
ア
ン
ド
エ
フ
株
式
会
社

（
マ
ル
ハ
ニ
チ
ロ
グ
ル
ー
プ
）
で
す
。
地

元
の
企
業
と
合
弁
でT

a
i
y
o
 
M
i
c
r
o
n
e
s
i
a 

C
o
r
p
o
r
a
t
i
o
n

（
Ｔ
Ｍ
Ｃ
）
社
を
設
立
し

て
、
日
本
か
ら
専
門
家
が
来
て
技
術
指
導

し
、
鰹
節
の
原
料
を
製
造
・
輸
出
し
て
い
ま

す
。
漁
業
分
野
で
は
日
本
企
業
と
し
て
初
め

て
の
ケ
ー
ス
で
、
小
規
模
で
も
よ
い
の
で
、

他
の
企
業
も
関
心
を
示
し
て
ほ
し
い
と
思
い

ま
す
。

コ
コ
ナ
ツ
に
つ
い
て
も
食
料
、
燃
料
、
化

粧
品
の
原
料
と
し
て
日
本
企
業
が
関
心
を
持

ち
、
今
後
地
元
企
業
に
投
資
し
て
工
場
を
建

設
し
輸
出
に
乗
り
出
す
見
込
み
で
す
。
新
し

い
技
術
、
ノ
ウ
ハ
ウ
で
我
が
国
の
産
品
か
ら

新
し
い
製
品
を
作
る
こ
と
に
、
日
本
の
投
資

家
が
関
心
を
持
ち
始
め
て
い
ま
す
。

国
は
石
油
か
ら
太
陽
光
や
コ
プ
ラ
の
活
用

な
ど
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
転
換
を

目
指
し
て
い
ま
す
。
日
本
の
政
府
開
発
援
助

で
各
州
す
べ
て
に
太
陽
光
発
電
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
が
設
置
さ
れ
、
大
統
領
府
は
太
陽
光
発
電

を
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。
今
後
、
一
般
企
業

が
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
参
入
し
成
功
す
る
可
能

性
も
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

―
―
島
国
で
あ
り
、
ゴ
ミ
の
問
題
が
深
刻
と

聞
き
ま
し
た
。

　
大
使
　
ま
ず
は
ゴ
ミ
を
分
別
し
、
埋
設
処

理
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す
が
、
埋

め
る
場
所
が
な
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
ま

た
、
太
平
洋
の
海
流
の
影
響
で
、
沿
岸
各
国

で
投
棄
さ
れ
た
プ
ラ
ゴ
ミ
が
漂
着
し
て
い
ま

す
。
政
府
は
昨
年
７
月
、
使
い
捨
て
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
製
品
の
輸
入
を
禁
じ
る
法
律
を
施
行

し
ま
し
た
。
今
後
、
日
本
の
自
治
体
と
協
力

し
て
、
プ
ラ
ゴ
ミ
の
減
量
や
プ
ラ
を
使
わ
ず

に
様
々
な
も
の
を
作
る
ノ
ウ
ハ
ウ
を
学
ん
で

い
き
た
い
。
ま
ず
は
国
の
若
者
の
意
識
を
変

え
る
こ
と
か
ら
始
め
た
い
で
す
ね
。

―
―
国
の
成
長
に
日
本
が
果
た
し
て
き
た
役

割
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

大
使

日
本
政
府
の
政
府
開
発
援
助
（
Ｏ
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ジョン・フリッツ大使
His Excellency Mr. John Fritz

１９６０年生まれ。祖父が神奈川県出身の

日系３世。地元高校から米国留学を経て東

海大教養学部国際学科、同政治経済学部経

済学科卒。独立前の１９８４年から在日ミ

クロネシア連邦連絡事務所で勤務し、独立

後の８８年から大使館一等書記官、９８年

同公使、２００８年から特命全権大使。日

本人の妻と子供４人。趣味は水泳、バスケ

ットボールなど。東海大在学中にはライフ

セービング世界大会に日本チームのメンバ

ーとして参加し金メダルを受賞している。

小
規
模
な
ビ
ジ
ネ
ス
を
歓
迎

直
行
便
開
設
を
目
指
す

Ｄ
Ａ
）
は
、
港
湾
や
空
港
、
道
路
な
ど
国
の

発
展
に
欠
か
せ
な
い
イ
ン
フ
ラ
整
備
で
貢
献

し
て
く
れ
ま
し
た
。
技
術
協
力
面
で
は
国
際

協
力
機
構
（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）
が
、
漁
業
や
環

境
、
ゴ
ミ
問
題
の
技
術
指
導
を
し
た
り
、
日

本
に
招
い
て
研
修
を
実
施
し
た
り
し
て
き
ま

し
た
。
こ
の
関
係
を
次
の
世
代
に
引
き
継
い

で
い
く
た
め
に
、
奨
学
金
を
整
備
し
て
日
本

で
学
ば
せ
る
な
ど
し
て
い
き
た
い
。

―
―
最
後
に
日
本
の
企
業
に
一
言
。

　
大
使
　
我
が
国
は
人
々
は
優
し
く
政
治
的

に
も
安
定
し
て
い
る
。
季
節
を
通
し
て
温
暖

で
、
日
本
人
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
に
と
っ
て
癒
や

さ
れ
る
場
所
だ
と
思
い
ま
す
。
小
さ
な
国
な

の
で
、
ビ
ジ
ネ
ス
も
小
規
模
に
な
り
ま
す
。

し
か
し
物
事
を
大
き
く
考
え
る
の
で
は
な

く
、
例
え
ば
環
境
関
連
で
も
小
規
模
に
参
入

す
る
、
あ
る
い
は
我
が
国
で
実
験
を
行
い
ビ

ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
構
築
す
る
。
政
府
は
そ
う

い
っ
た
取
り
組
み
を
積
極
的
に
支
援
し
ま

す
。我

が
国
は
人
口
の
２
割
が
日
系
人
で
、
日

本
に
と
っ
て
「
近
い
国
」
で
す
。
地
理
的
に

も
日
本
と
の
直
行
便
が
あ
れ
ば
、
４
～
５
時

間
で
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
連
邦
を
訪
れ
る
こ
と
が

で
き
る
。
両
国
間
の
直
行
便
の
就
航
に
も
力

を
注
い
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。


